
コンクリート中性化⼊⾨



コンクリートとは・・・
⽔、セメント、細⾻材、粗⾻材を練り混ぜ固めたもの

セメント ⽔ 細⾻材 粗⾻材

※上図の割合は容積⽐で、およその⽬安である

コンクリートについて

約0.8〜15％ 約15〜18％ 約25〜35％ 約35〜40％

細⾻材

粗⾻材

10mmふるいを全部通り、５mmふるいを質量で85％以上通る⾻材

1５mmふるいを質量で85％以上とどまる⾻材



コンクリートの利⽤

コンクリート橋 ダム トンネル ビル

⼟⽊・建築⽤材として広く⽤いられ
現代社会において必要不可⽋



コンクリートの劣化
劣化の原因

中性化 ASR

化学的浸⾷ 塩害

ひび割れ 鉄筋の腐⾷

表⾯剥離 漏⽔

Pick up!!

凍害 疲労

コンクリートの劣化には、様々な原因がある



中性化とは

●強アルカリ性であるコンクリートが⼤気中の
⼆酸化炭素によって中性に近づく現象

CO2

中性化領域

鉄筋
錆



中性化とは

●以下の化学的反応により、中性化が起きる



中性化による問題

鉄筋の不動態被膜が破壊される
（不動態被膜とは、強アルカリ性環境下にあるコンクリ―ト内にある
鉄筋の表⾯に形成されるごく薄い酸化被膜のことで、発錆を防ぐ）

中性化が進⾏し、コンクリート内部の鉄筋の位置まで到達

鉄筋の腐⾷が進⾏する（錆の発⽣）
錆により、鉄筋断⾯積が⼩さくなる

錆により、膨張圧が発⽣する

鉄筋

錆

腐⾷前

腐⾷後

ひび割れ



中性化による問題（フローチャート）

中性化が鉄筋位置まで進⾏

鉄筋が腐⾷する

コンクリートの耐荷⼒が低下

錆により鉄筋が膨張

膨張圧によって、ひび割れおよび
表⾯の剥離

鉄筋コンクリートにおいて、鉄筋は引張応⼒を受けるが、腐⾷が
進⾏することで鉄筋断⾯積が⼩さくなり、耐荷⼒低下につながる

発⽣したひび割れにより、
鉄筋の腐⾷を助⻑



中性化による問題（実例）

●実際のコンクリート橋
における中性化損傷事例

ひび割れ、表⾯剥離の損傷を⾒ただけでは、
原因が中性化によるものかは判断できない
⇒中性化試験によって判断する



中性化試験（コア法）

測定するコンクリートから
コアを抜き取る

割裂してフェノール
フタレイン液を吹きかける

⾊の変化が⾒られないところが、中性化している

正
⾯
図

断
⾯
図



中性化試験（ドリル法）

フェノールフタレイン溶液を
しみこませた試験紙 回転

１．壁⾯に直⾓を保持し、電動ドリルで削孔を⾏う
２．フェノールフタレイン溶液をしみこませた試験紙をゆっくり回転させながら削孔粉を捕集する
３．試験紙が⾚紫⾊に変⾊したら、削孔を⽌め、中性化深さを測定する（ノギスのデプスバーを使⽤）

孔の直径がΦ75〜100mm程度であるコア法に⽐べ、Φ10mm程度であるドリル法は
コンクリート構造物への影響が少ない。
また、部位、⾯ごとなどの局所的な測定が可能である



中性化予測

＝

コンクリートの中性化深さは以下の式で予測できる

X︓中性化深さ（mm）
A︓中性化速度係数
t︓経過時間（年）

ここで、中性化速度係数Aは以下で表すことができる

ܣ ൌ ௪ܭ · ܭ · ௪ܭ · ்ܭ · ܭ
K௪ ︓コンクリートの質量含⽔⽐による係数
K ︓COଶ濃度による係数
K௪︓⽔セメント⽐による係数
K் ︓温度による係数
K ︓外断熱⼯法、仕上げ材による中性化抑制係数



●コンクリート⾃体のかぶりを⼤きくする
ー中性化深さが鉄筋に及ぶまでの時間を遅らせる

●⽔セメント⽐の低下
ー内部の空隙を減らす→余剰⽔の乾燥による空隙を減らす

●⽔分の供給の遮断
ー表⾯保護（塗装など）・⽋損部の補修等を⾏う

中性化の対策



●中性化の遮断
『表⾯被覆⼯法』『ひび割れ注⼊⼯法』

●中性化の除去
『断⾯修復⼯法』『再アルカリ化⼯法』

●鉄筋腐⾷の抑制
『電気防⾷法』 『鉄筋防錆材の活⽤』

中性化の補修

中性化の補修は中性化の進⾏度合いにより、以下のような⽅法がある


